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1．はじめに 

 法務省の在留外国人統計によれば、2016 年

6月末現在における滞日外国人数は2,307,388

人（特別永住者を含む）である。また、厚生

労働省の外国人雇用届出状況によると、2016

年10月末時点における滞日外国人労働者数は

1,083,769 人である。滞日外国人労働者数が

100 万人を突破したのは、同省が統計をとりは

じめてから初めてのことであるが、日本の少

子高齢化と、それに伴う労働力不足を理由に、

さらに外国人労働者を増やすべきだとの意見

がある。 

 一方、教育の分野では、日本の高等教育機

関が教育の「グローバル化」あるいは外国人

留学生数の増加を目的として、英語による授

業のみで卒業・修了できる学部・学科・研究

科の設置を進めている。 

 日本で進行しつつある、このような「人」

と「教育」の「グローバル化」は、日本の言

語環境を大きく変える可能性がある。また、

言語に関する政策の修正や変更の必要性も惹

起することになるものと思われるが、かかる

言語環境の変化および言語政策の修正・変更

の中身に対する日本国民の意識、すなわち現

在のところは日本で生活している人々のマジ

ョリティーであるところの日本国民が、どの

ような意識を有しているのかという点につい

ては、大規模かつ包括的な調査が行われたこ

とがない（1）。 

このような状況を考慮し、筆者は「人」と

「教育」の「グローバル化」による言語環境

の変化と言語政策の在り方に対する日本国民

の意識についての調査を、2017 年 2 月に実施

した。本稿においては、その結果の概要を報

告する。 

 

2．調査の目的および方法 

前述のように、「人」と「教育」のグローバ

ル化が日本で進行しつつある。この進行は、

日本の言語環境を変化させると同時に、言語
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政策の修正・変更の必要性も惹起することに

なると思われるが、この問題に対する日本国

民の意識については、大規模かつ包括的な調

査が、今まで実施されたことがない。 

このような状況を踏まえ、また、今後の言

語政策立案の参考に資する目的から、筆者は

「人」と「教育」の「グローバル化」による

言語環境の変化および言語政策の在り方に対

する日本国民の意識について、インターネッ

ト調査を実施した。調査時期は2017年 2月で、

調査対象者は日本国籍を有する成年男女

5,000 人である。 

この調査の質問項目は、大きく次の 3 分野

に分けられる。 

 

① 外国人移住者を増やすことの是非と彼

らの来日時における日本語能力につい

て 

② すでに日本で生活している外国人に対

する言語政策の在り方について 

③ 日本の高等教育機関における英語トラ

ックの増加について 

 

この調査の対象者は、インターネット調査

会社のマイボイスコム株式会社（本調査では

同社にアンケート画面の制作および調査実施

の広報ならびに結果回収を委託した）にモニ

ターとして登録している者である。また、そ

の属性および人数に関しては、調査時点で日

本国内に居住し、かつまた日本国籍を有する

（日本国籍を含む複数国籍を有する場合も含

む）20 歳から 69 歳までの成年男女 5,000 人を

予定した。調査対象者の男女比は 50％ずつに

設定したが、世代別では、総務省が 2017 年 1

月 20 日に発表した人口推計値（2017 年 1 月 1

日現在）（2）の総人口から、19 歳以下と 70 歳以

上の者を除いた人口を、当該推計値の年齢別

割合に基づいて按分し、若年層（20代）を16％、

中年層（30 代から 50 代まで）を 60％（3）、高

年層（60 代）を 24％に設定した。 

なお、本調査はインターネットを利用した

調査だが、総務省が 2015 年に実施した「通信

利用動向調査」の結果によると、インターネ

ットの利用率は、20 代から 50 代までが 90％

以上、60 代が 76.6％なのに対して、70 代は

53.5％、80歳以上は20.2％である。このため、

インターネット調査における70歳以上からの

回答については、本当にその世代の意識を代

表しているのかという点で疑問が残ったため、

本調査では60代の数値をもって高年層のそれ

を代表することにした。 

調査は 2017 年 2月 2日から 2月 4日にかけ

て実施した。合計で 5,546 人が調査画面にア

クセスしたが、有効回収データが性別および

世代別の上記内訳人数に達した時点で調査を

終了した（4）。この 5,000 人のうち、母語（第

一言語）が「日本語」（日本語を含む複数言語

の場合も含む）と回答した者は 4,998 人、「日

本語以外」と回答した者は 1 人、「答えたくな

い」と回答した者は 1 人である。 
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【表1】有効回収データの内訳 

世 代 若年層 中年層 高年層 合 計 

男 性 400人（08.0％） 1,500人（30.0％） 600人（12.0％） 2,500人（50.0％） 

女 性 400人（08.0％） 1,500人（30.0％） 600人（12.0％） 2,500人（50.0％） 

合 計 800人（16.0％） 3,000人（60.0％） 1,200人（24.0％） 5,000人（100.0％） 

 

3．調査の結果 

3-1 外国人移住者を増やすことの是非と彼ら

の来日時における日本語能力について 

本調査におけるアンケート画面の内容は別

添のとおりである。質問内容としては、はじ

めに Q1 から Q4 までの項目において，国籍・

母語・年齢・性別を尋ねた後，Q5 で外国人移

住者を増やすことの是非について質問した。

その結果（表 2 参照）、「一概には言えない」

という選択肢が、性別・世代を問わず最も支

持された（全体では 57.3％）。しかし、「賛成」

と「反対」の 2 つの選択肢にしぼって比較す

ると、男女とも、またどの世代においても、「反

対」が「賛成」を上回る結果となった。とく

に中年層女性の場合は、「反対」が「賛成」の

2 倍以上だった。一方、若年層男性と高年層男

性の場合は、両者の差が 1 ポイント未満であ

り、外国人移住者を増やすことに「賛成」と

回答した者の比率が、女性や中年層男性に比

べて高かった。 

 

【表2】外国人移住者を増やすことについて（5） 

Q5. 日本の「少子高齢化」に伴う労働力不足と内需の縮小を理由に、日本は外国人移住者を増やすべきだという意見

があります。この意見に、あなたは賛成ですか、それとも反対ですか。該当するものを１つお選びください。 

① 賛成（→Q6へ）  ② 反対（→Q7へ）  ③ 一概には言えない（→Q8へ）  ④ わからない（→Q8へ） 

選

択

肢 

選択者

の人数 

選択率（単位：％） 

全体 
男性 女性 

若年層 中年層 高年層 若年層 中年層 高年層 

① 701人 14.0 21.8 16.1 21.3 15.3 8.1 10.3 

② 1,082人 21.6 22.3 25.4 22.2 18.5 20.9 15.3 

③ 2,867人 57.3 47.3 53.3 54.5 56.0 61.3 68.0 

④ 350人 7.0 8.8 5.2 2.0 10.3 9.7 6.3 

計 5,000人 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

 

Q6 においては、Q5 で外国人移住者を増やす

ことに「賛成」と回答した者（701 人）を対象

に、日本に移住予定の外国人には来日時まで

にどの程度の日本語能力を身に付けておいて

ほしいと思うか尋ねた。その結果（表 3 参照）、

「日本での日常生活に困らない程度まで」と

いう選択肢が最も支持された。また、性別・

世代別に見ても、この選択肢が若年層男性の

場合を除いて、最も支持されていた。 

他方、若年層男性の場合は、「日本人と同等

程度まで」という選択肢が最も支持された。

その割合（39.1％）は、高年層男性（8.6％）
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の 4.5 倍以上である。 

前述のように、若年層男性と高年層男性の

場合は、外国人移住者を増やすことに「賛成」

と回答した者の比率が、女性や中年層男性に

比べて高いのであるが、来日時の外国人移住

者に求める日本語能力という点で、若年層男

性の場合は、高年層男性の場合よりも、さら

に高度の日本語能力を求めている者の比率が

高い。 

いずれにせよ、外国人移住者の増加に「賛

成」している日本国民のうち、7 割以上の者が、

外国人移住者に対しては、来日時までに、「日

本での日常生活に困らない程度まで」以上の

日本語能力を求めていると言うことができる。 

 

【表 3】外国人移住者の来日時までの日本語能力について 

Q6. Q5 で「賛成」とお答えの方に質問します。日本が外国人移住者を増やすとしたら、日本に移住予

定の外国人には、来日時までに、どの程度の日本語能力を身に付けておいてほしいと思いますか。該

当するものを１つお選びください。 

① 日本人と同等程度まで 

② 日本での仕事（おとなの場合）や学校での学習（子どもの場合）が円滑に行える程度まで 

③ 日本での日常生活に困らない程度まで 

④ 身振りや筆談などを用いれば、簡単な事柄については意思疎通ができる程度まで 

⑤ あいさつ程度 

⑥ 来日時までに、とくに日本語能力を身に付けておく必要はない 

⑦ その他（具体的に：                                       ）（6） 

⑧ 一概には言えない 

⑨ わからない 

選

択

肢 

選択者

の人数 

選択率（単位：％） 

全体 
男性 女性 

若年層 中年層 高年層 若年層 中年層 高年層 

① 126 人 18.0 39.1 19.4 8.6 14.8 14.9 11.3 

② 129 人 18.4 16.1 16.1 18.0 23.0 24.0 16.1 

③ 261 人 37.2 28.7 38.4 43.8 34.4 37.2 33.9 

④ 105 人 15.0 4.6 11.6 19.5 23.0 14.9 25.8 

⑤ 25 人 3.6 1.1 5.4 0.8 1.6 5.0 4.8 

⑥ 30 人 4.3 5.7 4.1 8.6 1.6 0.8 3.2 

⑦ 1 人 0.1 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

⑧ 16 人 2.3 1.1 2.5 0.8 1.6 3.3 4.8 

⑨ 8 人 1.1 2.3 2.5 0.0 0.0 0 0.0 

計 701 人 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

 

Q7 においては、Q5 で外国人移住者を増やす

ことに「反対」と回答した者（1,082 人）を対

象に、その理由を尋ねた（複数回答可）。その

結果（表 4 参照）、「日本の治安が悪くなるか

ら」という選択肢を選んだ者の比率が最も高

かった（全体では 72.5％）。これは、男女とも

全ての世代に共通する。 

また、性別・世代別の傾向を見ると、「少子

高齢化に伴う労働力不足の問題は、女性や高

齢者の活用によって克服できるから」という
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選択肢を選んだ者の比率が、男女とも世代が

あがるにつれて高くなる傾向が見られ、高年

層と若年層を比較すると 2 倍以上の差があっ

た。さらに、若年層の場合は、「外国人移住者

が増えると、日本人が進学や求職の際に、外

国人と同じ土俵の上に立たされることになり、

日本人にとっては競争が激しくなるだけだか

ら」という選択肢を選んだ者の比率が他の世

代に比べて高く、とくに男性の場合は、高年

層に比べて 2.8 倍以上の差が見られた。 

 

【表 4】外国人移住者を増やすことに「反対」する理由 

Q7. Q5 で「反対」とお答えの方に質問します。あなたはどうして外国人移住者を増やすことに反対ですか。

該当するものを３つまでお選びください。 

① 少子高齢化に伴う労働力不足の問題は、女性や高齢者の活用によって克服できるから 

② 少子高齢化は、日本あるいは日本人の問題であって、外国人を巻き込んで解決すべき問題ではない

から 

③ いずれ外国人移住者も高齢化するので、外国人移住者を増やしても、長期的に見れば、日本の少子

高齢化の問題を解決することにはならないから 

④ 外国人移住者が増えると、日本人が進学や求職の際に、外国人と同じ土俵の上に立たされることに

なり、日本人にとっては競争が激しくなるだけだから 

⑤ 日本の治安が悪くなるから 

⑥ 日本の一体感が損なわれるから 

⑦ 日本の伝統的な習慣や文化が損なわれるから 

⑧ その他（具体的に：                                           ） 

⑨ わからない 

選

択

肢 

選択者

の人数 

選択率（単位：％） 

全体 
男性 女性 

若年層 中年層 高年層 若年層 中年層 高年層 

① 270 人 25.0 12.4 22.0 36.1 16.2 25.2 39.1 

② 365 人 33.7 29.2 32.0 33.1 33.8 37.1 34.8 

③ 348 人 32.2 31.5 29.1 33.8 28.4 32.6 44.6 

④ 166 人 15.3 25.8 15.7 9.0 24.3 11.8 17.4 

⑤ 784 人 72.5 62.9 71.7 71.4 71.6 76.4 73.9 

⑥ 138 人 12.8 21.3 11.3 18.8 18.9 8.9 9.8 

⑦ 313 人 28.9 31.5 28.3 44.4 24.3 23.3 29.3 

⑧ 58 人 5.4 5.6 7.3 4.5 1.4 4.2 5.4 

⑨ 15 人 1.4 3.4 2.4 0.8 0.0 0.0 0.0 

 

Q8 においては、日本は外国人移住者にとっ

て「魅力的な国」だと思うか否かについて尋

ねた。その結果（表 5 参照）、全体としては、

「一概には言えない」という選択肢が最も選

ばれた。ただし、これは男女とも中年層の回

答が大きく反映した結果であり、若年層男性

の場合は「そう思う」と「一概には言えない」

の選択率が同率、若年層女性・高年層男性・

高年層女性の場合は、「そう思う」という選択

肢を選んだ者の比率のほうが高かった。若年

層と高年層においては、中年層の場合に比べ、

日本を外国人移住者にとって「魅力的な国」

だと考える人の比率が高い。 
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【表 5】日本は外国人移住者にとって「魅力的な国」かどうかに関する認識 

Q8. 総合的に見て、今の日本は多くの外国人が移住を希望するような魅力的な国だと思いますか。該当す

るものを１つお選びください。 

① そう思う  ② そうは思わない  ③ 一概には言えない  ④ わからない 

選

択

肢 

選択者

の人数 

選択率（単位：％） 

全体 
男性 女性 

若年層 中年層 高年層 若年層 中年層 高年層 

① 1,602 人 32.0 31.5 28.8 36.7 35.3 30.7 37.2 

② 1,142 人 22.8 24.0 24.2 24.2 25.3 19.9 23.2 

③ 1,714 人 34.3 31.5 37.4 34.3 26.0 35.3 31.3 

④ 542 人 10.8 13.0 9.6 4.8 13.5 14.2 8.3 

計 5,000 人 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

 

この Q8 の結果を、前掲の Q5 の結果と重ね

あわせ、「今の日本は多くの外国人が移住を希

望するような魅力的な国だと思いますか」と

いう質問項目において、「そう思う」という選

択肢を選んだ者（1,602 人）と、「そうは思わ

ない」という選択肢を選んだ者（1,142 人）に

限って、外国人移住者を増やすことの賛否を

再集計すると、表 6 のようになる。Q8 で「そ

う思う」という選択肢を選んだ者（1,602 人）

の場合は、全体（5,000 人）と比較すると、Q5

の選択肢において、「賛成」という選択肢を選

んだ者の比率が 5.8 ポイント高かったが、「そ

うは思わない」という選択肢を選んだ者

（1,142 人）の場合も、全体（5,000 人）に比

べて「賛成」という選択肢を選んだ者の比率

が高く、外国人移住者を増やすことに対する

賛否と、日本に対する自画像との間には、大

きな相関があるとは言えない。 

 

【表 6】Q8 で「そう思う」または「そうは思わない」と回答した者の Q5 の回答 

Q5. 日本の「少子高齢化」に伴う労働力不足と内需の縮小を理由に、日本は外国人移住者を増やすべき

だという意見があります。この意見に、あなたは賛成ですか、それとも反対ですか。該当するものを１

つお選びください。 

① 賛成  ② 反対  ③ 一概には言えない  ④ わからない 

選

択

肢 

全体 

（5,000 人） 

Q8 で「そう思う」と 

回答した者（1,602 人） 

Q8 で「そうは思わない」と 

回答した者（1,142 人） 

① 701 人 14.0％ 317 人 19.8％ 184 人 16.1％ 

② 1,082 人 21.6％ 352 人 22.0％ 240 人 21.0％ 

③ 2,867 人 57.3％ 887 人 55.4％ 684 人 59.9％ 

④ 350 人 7.0％ 46 人 2.9％ 34 人 3.0％ 

計 5,000 人 100.0％ 1,602 人 100.0％ 1,142 人 100.0％ 
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3-2 すでに日本で生活している外国人に対す

る言語政策の在り方について 

Q9 では、現在すでに日本で生活している外

国人を対象に、国や地方自治体が何らかの言

語的施策を講ずる必要があるか否かについて

尋ねた。その結果（表 7 参照）、全体として、

また性別・世代を問わず、「必要」という選択

肢が最も多く選ばれた。ただし、若年層と中

年層では男女とも、「必要」と回答した者の比

率が、50％を下回っている。それに対して、

高年層の場合は、「必要」と回答した者の比率

が、男女とも 60％を超えている。 

 

【表 7】外国人住民に対する言語的施策の必要性の有無について 

Q9. 現在、すでに 200 万人近くの外国人（特別永住者を除く）が中期的または長期的に日本で生活してい

ます。その多くは日本語を母語（第一言語）としない人々ですが、彼らが日本で円滑に生活していけるよ

うに、日本政府や日本の地方自治体は、ことばの面において、何らかの施策を講ずる必要があると思いま

すか。該当するものを１つお選びください。 

① 必要（→Q10へ） ② 不必要（→Q11へ） ③ 一概には言えない（→Q12へ） ④ わからない（→Q12へ） 

選

択

肢 

選択者

の人数 

選択率（単位：％） 

全体 
男性 女性 

若年層 中年層 高年層 若年層 中年層 高年層 

① 2,428 人 48.6 43.5 44.7 64.0 46.8 43.1 60.8 

② 665 人 13.3 16.3 17.2 11.2 14.8 11.0 8.5 

③ 1,381 人 27.6 27.8 29.1 21.2 25.0 31.1 23.3 

④ 526 人 10.5 12.5 9.0 3.7 13.5 14.7 7.3 

計 5,000 人 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

 

Q10 においては、Q9 で国や地方自治体によ

る言語的施策が「必要」と回答した者（2,428

人）を対象に、どのような言語的施策が必要

だと思うかを尋ねた。その結果（表 8）、最も

選択率が高かったのは「外国人に対する日本

語教育の機会を充実する」という選択肢だっ

た（全体での選択率は 56.6％）。ただし、この

選択肢に関しては、男女とも世代が若くなる

につれて選択されなくなる傾向があり、若年

層では 50％を下回っている。 

また、二番目に選択率が高かったのは、「公

共施設の案内や役所の文書を、日本語と英語

だけではなく、多くの言語で表示する」とい

う選択肢だった（全体での選択率は 48.1％）。

ただし、この選択肢に関しては、男性の場合、

世代が若くなるにつれて選択されなくなる傾

向があり、若年層と高年層を比較すると 14.4

ポイントの差があった。それに対して、「公共

施設の案内や役所の文書を、日本語と英語で

表示する」という選択肢の選択率は、男女と

も、世代が若くなるほど選択される傾向にあ

り、若年層と高年層を比較すると、男性の場

合で 18.0 ポイント、女性の場合で 19.4 ポイ

ントの差が見られた。とくに若年層男性の場

合は、この選択肢を選んだ者の比率が 50％を

超えており、英語表示よりも多言語表示を支

持している女性や高年層男性、あるいは両者

の差が僅かの中年層男性の場合と対照的であ
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る。男性の場合、若年層は多言語表示より英

語表示を、高年層は英語表示より多言語表示

を支持しているのに対して、女性の場合は、

どの世代でも、英語表示より多言語表示を支

持していると言うことができる。また、日本

語を少しだけ学んだ外国人にもわかるような

「やさしい」日本語（7）による表示に関しては、

男性よりも女性に支持されており、どの世代

でも男女間で 5.0 ポイント以上の差が見られ

た。とくに高年層女性の場合は、英語表示よ

りも「やさしい」日本語による表示のほうが

支持されている（9.1 ポイント差）。 

また、「外国人の子どもが母語（第一言語）

の能力を向上させたり、親の母語（第一言語）

の能力を継承したりできるようにするための

言語教育を充実する」という選択肢に関して

も、男女間で違いが見られ、どの世代におい

ても男性より女性に支持されている。 

 

【表 8】外国人住民に対して「必要」と考える言語的施策の内容について 

Q10. Q9 で「必要」とお答えの方に質問します。あなたは、ことばの面で、どのような施策が必要だと思

いますか。該当するものを３つまでお選びください。 

① 公共施設の案内や役所の文書を、日本語と英語で表示する 

② 公共施設の案内や役所の文書を、日本語と英語だけではなく、多くの言語で表示する 

③ 公共施設の案内や役所の文書を、日本語を少しだけ学んだ外国人にもわかるような「やさしい」日本

語で表示する 

④ 外国人に対する日本語教育の機会を充実する 

⑤ 外国人の子どもが母語（第一言語）の能力を向上させたり、親の母語（第一言語）の能力を継承した

りできるようにするための言語教育を充実する 

⑥ その他（具体的に：                                   ） 

⑦ わからない 

選

択

肢 

選択者

の人数 

選択率（単位：％） 

全体 
男性 女性 

若年層 中年層 高年層 若年層 中年層 高年層 

① 926 人 38.1 50.6 43.1 32.6 46.5 36.8 27.1 

② 1,168 人 48.1 35.6 42.5 50.0 52.9 51.6 53.7 

③ 768 人 31.6 27.6 25.9 31.0 35.8 35.2 36.2 

④ 1,375 人 56.6 47.7 57.5 64.3 47.6 53.6 61.1 

⑤ 641 人 26.4 20.1 21.3 26.3 27.3 30.1 31.8 

⑥ 50 人 2.1 1.7 3.3 1.6 3.7 1.1 1.4 

⑦ 54 人 2.2 2.9 2.8 1.8 0.0 1.7 3.3 

 

Q11 においては、Q9 で国や地方自治体によ

る言語的施策を「不必要」と回答した者（665

人）を対象に、その理由を尋ねた。その結果

（表 9）、最も選択率が高かったのは、「そもそ

も外国人は、自分の意志や都合で日本に来た

のであり、日本政府や日本の地方自治体が何

らかの施策を講ずるのは、おかしいから」と

いう選択肢だった（全体では 69.3％）。この選

択肢を性別・世代別に見ると、男性の場合は

世代が高くなるにつれて選択率が高まり、女

性の場合は世代が若くなるにつれて選択率が

高くなる傾向が見られ、若年層と高年層を比
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較すると、いずれも 10 ポイント以上の差が見

られた。 

なお、二番目に選択率が高かったのは、「日

本政府や日本の地方自治体は、外国人よりも

日本人に対する様々な施策に優先的にとりく

むべきだから」という選択肢だったが（全体

での選択率は 43.3％）、この選択肢は高年層女

性で 50％を超えている。 

 

【表 9】外国人住民に対する言語的施策を「不必要」と考える理由 

Q11. Q9 で「不必要」とお答えの方に質問します。あなたは、どうしてそう思いますか。該当するものを

３つまでお選びください。 

① そもそも外国人は、自分の意志や都合で日本に来たのであり、日本政府や日本の地方自治体が何らか

の施策を講ずるのは、おかしいから 

② 日本政府や日本の地方自治体は、外国人よりも日本人に対する様々な施策に優先的にとりくむべきだ

から 

③ 外国人に対する施策としては、ことばの面よりも、他の面（福祉・厚生など）に優先的にとりくむべ

きだから 

④ ことばの面では、外国人に対する施策よりも、日本人に対する英語教育の機会を充実すべきだから 

⑤ ことばの面では、外国人に対する施策よりも、日本人が、日本で生活する外国人の母語（第一言語）

を学べるようにするための外国語教育の機会を充実すべきだから 

⑥ ことばの面では、外国人に対する施策よりも、日本人が、日本語を少しだけ学んだ外国人にもわかるよ

うな「やさしい」日本語で、外国人に話しかけることができるような訓練の機会を充実すべきだから 

⑦ その他（具体的に：                                   ） 

⑧ わからない 

選

択

肢 

選択者

の人数 

選択率（単位：％） 

全体 
男性 女性 

若年層 中年層 高年層 若年層 中年層 高年層 

① 461 人 69.3 64.6 69.8 74.6 76.3 67.3 64.7 

② 288 人 43.3 43.1 41.5 44.8 49.2 40.0 54.9 

③ 100 人 15.0 26.2 14.3 13.4 15.3 10.9 19.6 

④ 130 人 19.6 15.4 19.0 23.9 17.0 21.8 17.7 

⑤ 60 人 9.0 4.6 10.5 9.0 5.1 10.3 7.8 

⑥ 44 人 6.6 6.2 5.8 7.5 5.1 7.3 9.8 

⑦ 32 人 4.8 1.5 2.7 9.0 8.5 3.6 13.7 

⑧ 23 人 3.5 4.6 3.1 1.5 3.4 4.9 2.0 

 

3-3 日本の高等教育機関における英語トラッ

クの増加について 

Q12 では、日本の大学における英語トラック

の増加に関して、外国人留学生に英語能力が

あれば、日本語能力がゼロのままでも、日本

の大学で学び、卒業することが可能な状況に

なりつつある傾向について、その賛否を問う

た。その結果（表 10 参照）、「一概には言えな

い」という選択肢の選択率が最も高かったが

（全体の選択率は 37.3％）、「良いことだと思

う」と「良くないことだと思う」という二つ

の選択肢に絞って比較してみると、男性の場

合は、どの世代でも「良いことだと思う」と

いう選択肢のほうが支持されており、とくに

若年層男性と高年層男性の場合は、「良くない

ことだと思う」という選択肢の選択率よりも 5
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ポイント以上高いのに対して、女性の場合は、

どの世代でも「良くないことだと思う」とい

う選択肢のほうが支持されていた。とくに高

年層女性の場合は、「良くないことだと思う」

という選択肢の選択率が「良いことだと思う」

という選択肢のそれに対して10ポイント以上

も高かった。 

 

【表 10】日本の大学における英語トラックの増加について 

Q12. 従来、日本の大学で学ぶ外国人留学生は、日本語による授業を受けるために、入学時までに上級レベ

ルの日本語能力を身に付けておく必要がありました。しかし、現在は英語による授業のみで卒業できる学

部・学科・大学院が日本の大学で増加したため、英語能力があれば、日本語能力がゼロのままでも、日本

の大学で学び、卒業することが可能になっています。あなたは、このような傾向を良いことだと思います

か、それとも良くないことだと思いますか。該当するものを１つお選びください。 

① 良いことだと思う（→Q13 へ）      ③ 一概には言えない 

② 良くないことだと思う（→Q14 へ）    ④ わからない 

選

択

肢 

選択者

の人数 

選択率（単位：％） 

全体 
男性 女性 

若年層 中年層 高年層 若年層 中年層 高年層 

① 1,283 人 25.7 29.3 25.9 33.7 26.0 23.5 19.8 

② 1,310 人 26.2 23.5 24.5 28.5 27.0 25.2 32.0 

③ 1,866 人 37.3 36.5 39.6 33.5 36.5 36.5 38.7 

④ 541 人 10.8 10.8 10.0 4.3 10.5 14.9 9.5 

計 5,000 人 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

 

Q13 では、Q12 で「良いことだと思う」と回

答した者（1,283 人）に、その理由を質問した。

その結果（表 11 参照）、「大学の授業は、日本

語で行っても英語で行っても、とくに問題は

ないから」という選択肢が最も支持を集めた

（全体での選択率は 40.9％）。ただし、女性の

中年層と高年層では、当該選択肢よりも、「日

本の大学に英語環境が生まれることで、日本

人の学生も英語に触れる機会が増えるから」

という選択肢のほうが選択率は高かった。ま

た、この選択肢については、男女とも世代が

高くなるほど支持される傾向が見られた。ま

た、「英語で日本の文化や慣習を世界に発信し

てくれる外国人が増えるから」という選択肢

も、性別を問わず、世代が高くなるにつれて

選択される傾向が見られた。 

 

【表 11】日本の大学における英語トラックの増加を「良いこと」だと考える理由 

Q13. Q12 で「良いこと」だと思うとお答えの方に質問します。あなたはどうして「良いこと」だとお考え

ですか。該当するものを３つまでお選びください。 

① 大学の授業は、日本語で行っても英語で行っても、とくに問題はないから 

② 日本語を必要としなくなることで、より多くの外国人が日本に留学するようになり、それだけ、日

本や日本人に対して好感情や親しみを持つ外国人が増えるから 

③ 日本語を必要としなくなることで、より多くの外国人が日本に留学するようになり、それだけ、日

本の文化や社会を理解する外国人が増えるから 
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④ 日本語を必要としなくなることで、より多くの外国人が日本に留学するようになり、それだけ、大

学卒業後に日本で就職する外国人が増えるから 

⑤ 英語で日本の文化や慣習を世界に発信してくれる外国人が増えるから 

⑥ 日本の大学に英語環境が生まれることで、日本人の学生も英語に触れる機会が増えるから 

⑦ 英語で授業をすれば、それだけ日本の大学の国際化が促進されるから 

⑧ 日本人の学生だけでは定員が埋まらない大学の経営が安定するから 

⑨ その他（具体的に：                                   ） 

⑩ わからない 

選

択

肢 

選択者

の人数 

選択率（単位：％） 

全体 
男性 女性 

若年層 中年層 高年層 若年層 中年層 高年層 

① 525 人 40.9 47.9 43.4 44.6 39.4 35.5 37.0 

② 365 人 28.5 31.6 28.3 33.2 28.9 24.7 28.6 

③ 388 人 30.2 25.6 29.6 34.7 31.7 27.3 37.0 

④ 151 人 11.8 14.5 12.9 10.9 14.4 9.4 11.8 

⑤ 308 人 24.0 15.4 20.8 32.2 22.1 25.0 27.8 

⑥ 453 人 35.3 24.8 29.8 33.2 34.6 38.6 58.0 

⑦ 229 人 17.9 12.8 16.5 13.9 14.4 20.7 28.6 

⑧ 47 人 3.7 7.7 4.1 1.0 1.0 4.8 1.7 

⑨ 22 人 1.7 3.4 1.3 1.0 3.9 1.7 0.8 

⑩ 50 人 3.9 2.6 5.7 2.5 3.9 4.0 1.7 

 

Q14 では、Q12 で「良くないことだと思う」

と回答した者（1,310 人）に、その理由を尋ね

た。その結果（表 12 参照）、全体としては、「外

国人留学生に日本語能力がない場合、彼らの

日本での生活に支障が生じると思うから」と

いう選択肢が最も支持されたが、この Q14 の

回答結果を、男女別・世代別に見てみると、

そこには大きな意識の違いが見られた。 

まず、前述のように、全体として最も選択

率が高かったのは、「外国人留学生に日本語能

力がない場合、彼らの日本での生活に支障が

生じると思うから」という選択肢だったが（全

体での選択率は 45.0％）、この選択肢は、男性

よりも女性での選択率が高く、とくに若年層

と高年層の場合は男女間で10ポイント以上の

差が見られた。 

つぎに、全体として二番目に選択率が高か

ったのは、「日本語を学ぶこと自体が、日本留

学の目的（のひとつ）であるべきだと思うか

ら」という選択肢だったが（全体での選択率

は 43.4％）、この選択肢も、男性より女性での

選択率が高く、とくに若年層と中年層では男

女間で 10 ポイント以上の差があった。 

ほかにも、「外国人留学生に日本語能力がな

い場合、せっかく日本で学んでも、日本の文

化や社会を深いところまでは理解することが

できないから」という選択肢（全体での選択

率は 35.2％）も、男性より女性に支持されて

おり、とくに若年層と高年層の場合は男女間

で 10 ポイント以上の差が見られた。 

一方、これらの選択肢とは反対に、「日本の

大学は日本語で授業をすべきだから」（全体的

での選択率は 40.2％）という選択肢は、女性

よりも男性での選択率が高く、とくに中年層
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と高年層の場合は、男女間で 10 ポイント以上

の差が見られた。 

次に、世代による意識の違いに注目してみ

ると、「外国人留学生に日本語能力がない場合、

せっかく日本で学んでも、日本や日本人に対

して好感情や親しみを持つまでにはならない

から」という選択肢が、若年層より高年層で

支持されており、とくに男性の場合は 20 ポイ

ント以上の差が見られた。また、前述のよう

に男女間で差が見られた、「外国人留学生に日

本語能力がない場合、せっかく日本で学んで

も、日本の文化や社会を深いところまでは理

解することができないから」という選択肢も、

若年層より高年層で支持されており、男女と

も若年層と高年層の間で20ポイント以上の差

が見られた。 

 

【表 12】日本の大学における英語トラックの増加を「良くないこと」だと考える理由 

Q14. Q12 で「良くないこと」だと思うとお答えの方に質問します。あなたはどうして「良くないこと」だ

とお考えですか。該当するものを３つまでお選びください。 

① 日本の大学は日本語で授業をすべきだから 

② 外国人留学生に日本語能力がない場合、彼らの日本での生活に支障が生じると思うから 

③ 外国人留学生に日本語能力がない場合、せっかく日本で学んでも、日本や日本人に対して好感情や親

しみを持つまでにはならないから 

④ 外国人留学生に日本語能力がない場合、せっかく日本で学んでも、日本の文化や社会を深いところま

では理解することができないから 

⑤ 外国人留学生に日本語能力がない場合、せっかく日本で学んでも、大学卒業後に日本で就職すること

ができないから 

⑥ 英語能力がある優秀な留学生は、英語圏の国（英国・米国・カナダ・オーストラリアなど）に留学し、

日本には来ないと思うから 

⑦ 日本語を学ぶこと自体が、日本留学の目的（のひとつ）であるべきだと思うから 

⑧ 日本の大学には英語で授業ができる教師が少ないと思うから 

⑨ 日本の大学が英語を重視するようになり、他の外国語は軽視されるようになると思うから 

⑩ 日本の大学は、明治初期の、いわゆる「お雇い外国人」による外国語での授業から、日本人の教師が

日本語で授業を提供できるようになるまで努力してきたので、この努力を無視すべきではないから 

⑪ その他（具体的に：                                   ） 

⑫ わからない 

選

択

肢 

選択者

の人数 

選択率（単位：％） 

全体 
男性 女性 

若年層 中年層 高年層 若年層 中年層 高年層 

① 527 人 40.2 38.3 49.9 42.7 37.0 37.0 28.7 

② 590 人 45.0 38.3 42.8 36.8 53.7 47.4 50.5 

③ 335 人 25.6 16.0 21.0 36.8 19.4 26.2 31.3 

④ 461 人 35.2 22.3 28.3 42.7 32.4 33.1 53.7 

⑤ 208 人 15.9 19.2 13.9 17.0 11.1 16.9 17.8 

⑥ 118 人 9.0 10.6 10.1 8.8 7.4 9.3 6.8 

⑦ 569 人 43.4 38.3 35.2 46.2 51.9 46.0 49.5 

⑧ 45 人 3.4 4.3 3.3 3.5 0.9 3.7 4.2 

⑨ 52 人 4.0 4.3 2.7 1.8 3.7 5.3 5.7 

⑩ 28 人 2.1 3.2 2.5 1.8 1.9 1.6 2.6 

⑪ 31 人 2.4 1.1 3.0 2.9 2.8 2.4 1.0 

⑫ 4 人 0.3 1.1 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 
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4．調査結果のまとめ 

 以上の結果をまとめると、おおよそ次のよ

うになる。 

まず、日本の「少子高齢化」を理由として

外国人移住者を増やすことに対する賛否につ

いては、「一概には言えない」という選択肢が、

性別・世代を問わず最も支持された。ただし、

「賛成」と「反対」の 2 つの選択肢にしぼっ

て比較すると、男女とも、またどの世代でも、

「反対」が「賛成」を上回った。また、「賛成」

と回答した者を対象として、外国人移住者に

来日時までに身に付けておいてほしいと思う

日本語能力について尋ねたところ、「日本での

日常生活に困らない程度まで」と言う回答が

最も多かった。それを超えるレベルの日本語

能力も含めると、外国人移住者の増加に「賛

成」している日本国民のうち、7 割以上の者が、

外国人移住者に対しては、来日時までに、「日

本での日常生活に困らない程度まで」以上の

日本語能力を求めていると言うことができる。 

一方、外国人移住者を増やすことに「反対」

と回答した者を対象に、その理由を尋ねたと

ころ、「日本の治安が悪くなるから」という選

択肢が、性別・世代を問わず最も選ばれた。 

ただし、この外国人移住者の増加に関する

問題については、性別・世代によって意識が

異なる場合もあり、たとえば若年層男性と高

年層男性では、外国人移住者を増やすことに

「賛成」と回答した者の比率が、女性や中年

層男性に比べて高かった。また、外国人移住

者に来日時までに身に付けておいてほしいと

思う日本語能力に関しては、「日本人と同等程

度まで」という選択肢が、若年層男性の場合

は最も支持されており、女性や他の世代に比

べて、より高度の日本語能力を期待している。

さらに、若年層の場合は、外国人移住者を増

やすことに「反対」する理由として、「外国人

移住者が増えると、日本人が進学や求職の際

に、外国人と同じ土俵の上に立たされること

になり、日本人にとっては競争が激しくなる

だけだから」という選択肢を選んだ者の比率

が他の世代に比べて高いのであるが、とくに

男性の場合は、高年層に比べて 2.8 倍以上の

差が見られた。 

次に、現在すでに日本で生活している外国

人を対象とした国や地方自治体の言語的施策

については、それを「必要」と回答した者の

比率が、性別・世代を問わず、最も高かった。

ただし、男女とも高年層の場合は、「必要」と

回答した者が 60％を超えているのに対して、

若年層と中年層の場合は 50％を下回っている。

また、「必要」と回答した者に、どのような施

策が必要かと尋ねたところ、最も選択率が高

かったのは「外国人に対する日本語教育の機

会を充実する」という選択肢だったが、この

選択肢に関しては、男女とも世代が若くなる

につれて選択されなくなる傾向が見られた。 

一方、「公共施設の案内や役所の文書」にお

ける使用言語については、若年層男性の場合

は多言語表示より英語表示を支持しているの

であるが、女性と高年層男性の場合は英語表

示より多言語表示を支持する傾向が見られた。
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また、日本語を少しだけ学んだ外国人にもわ

かるような「やさしい」日本語による表示に

関しては、男性よりも女性に支持されており、

どの世代でも男女間で 5.0 ポイント以上の差

が見られた。 

最後に、日本の高等教育機関における英語

トラックの増加については、かかる傾向を「良

いこと」だと思うか尋ねたところ、「一概には

言えない」という選択肢の選択率が最も高か

った。しかし、「良いことだと思う」と「良く

ないことだと思う」という二つの選択肢に絞

って見てみると、男性の場合は、どの世代で

も「良いことだと思う」という選択肢のほう

が支持されているのに対して、女性の場合は、

どの世代でも「良くないことだと思う」とい

う選択肢のほうが支持されていた。 

 また、「良いことだと思う」と回答した者に、

その理由を尋ねたところ、全体としては、「大

学の授業は、日本語で行っても英語で行って

も、とくに問題はないから」という選択肢が

最も支持されたが、女性の中年層と高年層で

は、当該選択肢よりも、「日本の大学に英語環

境が生まれることで、日本人の学生も英語に

触れる機会が増えるから」という選択肢のほ

うが選択率は高かった。また、この選択肢に

関しては、男女とも世代が高くなるほど支持

される傾向が見られた。また同様に、「英語で

日本の文化や慣習を世界に発信してくれる外

国人が増えるから」という選択肢も、男女と

も、世代が高くなるにつれて選択される傾向

が見られた。 

一方、「良くないことだと思う」と回答した

者に、その理由を質問したところ、全体とし

ては、「外国人留学生に日本語能力がない場合、

彼らの日本での生活に支障が生じると思うか

ら」という選択肢が最も支持されたが、この

選択肢は、男性よりも女性での選択率が高か

った。また、「日本語を学ぶこと自体が、日本

留学の目的（のひとつ）であるべきだと思う

から」という選択肢と、「外国人留学生に日本

語能力がない場合、せっかく日本で学んでも、

日本の文化や社会を深いところまでは理解す

ることができないから」という選択肢も、男

性より女性に支持されていた。それに対して、

「日本の大学は日本語で授業をすべきだか

ら」という選択肢は、女性よりも男性での選

択率が高かった。 

次に、世代による意識の違いに注目してみ

ると、「外国人留学生に日本語能力がない場合、

せっかく日本で学んでも、日本や日本人に対

して好感情や親しみを持つまでにはならない

から」という選択肢と、前述の「外国人留学

生に日本語能力がない場合、せっかく日本で

学んでも、日本の文化や社会を深いところま

では理解することができないから」という選

択肢が、若年層より高年層で支持されていた。 

このように、「人」と「教育」の「グローバ

ル化」による言語環境の変化および言語政策

の在り方に対する日本国民の意識については、

性別・世代による違いが見られるのであるが、

中でも若年層男性の場合は、女性や他世代と

異なる傾向が見られた。 
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まず、外国人移住者の増加について、若年

層男性の場合は、高年層男性とともに、女性

や中年層男性の場合に比べて、それを是とす

る比率が高いのであるが、高年層男性と異な

り、外国人移住者に来日の時点で「日本人と

同等程度まで」という高度の日本語能力を求

める者の比率が高い。また、若年層男性の場

合は、外国人住民に対する施策として、「公共

施設の案内や役所の文書を、日本語と英語で

表示する」という選択肢を選んだ者の比率が

高く、多言語表示のほうを支持している女性

や高年層男性の場合と対照的である。さらに、

日本の高等教育機関における英語トラックの

増加については、若年層男性の場合、高年層

男性の場合と並んで、それを「良いことだと

思う」と考える者の比率が、「良くないことだ

と思う」と考える者の比率よりも、5 ポイント

以上高かった。 

このように見てくると、若年層男性の場合

は女性や他の世代に比べて、英語志向が強い、

あるいは英語環境を積極的に（または自然に）

受容しているのだが、同時に、外国人にも高

度の日本語能力を求めていると言うことがで

きる。 

また、前述のように、若年層男性は高年層

男性と並んで、外国人移住者を増やすことに

「賛成」と回答した者の比率が、女性や中年

層男性に比べて高いのであるが、同時に「外

国人移住者が増えると、日本人が進学や求職

の際に、外国人と同じ土俵の上に立たされる

ことになり、日本人にとっては競争が激しく

なるだけだから」という選択肢の選択率も、

女性や他の世代に比べて高く、「多文化共生」

社会が「多文化競争」社会であること（ある

いは、それに変容しかねないこと）に対する

警戒心も強いということが言える。 

 

5．おわりに 

本稿で見てきたように、日本で進行しつつ

ある「人」と「教育」の「グローバル化」に

よる言語環境の変化、あるいは言語に関する

政策の修正や変更について、日本国民は個々

の事例ごとに、その是非を判断しようという、

ある意味では慎重な姿勢を示している。ただ

し、同時に性別・世代による意識の違いも見

られる。それは、性別あるいは世代によって、

「外国人」という表現からイメージする「外

国人」の属性が異なることに起因しているか

らなのかもしれないのだが、いずれにせよ、

これらの問題に関しては、性別・世代による

意識の違いが見られることから、「人」と「教

育」の「グローバル化」に関連する言語政策

を立案あるいは修正・変更する際には、国民

各層とのきめ細やかな対話が求められよう。 

また、前述のように、外国人移住者の増加

に「賛成」している日本国民のうち、7 割以上

の者が、外国人移住者に対して来日時までに、

「日本での日常生活に困らない程度まで」以

上の日本語能力を求めている。もし、日本が

将来的に外国人移住者を増加していくのであ

れば、また、そのための言語政策を立案する

に際して日本国民の意識や意向を考慮するの
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であれば、日本の公的機関が海外において渡

日前日本語教育の展開を本格化していく必要

もあるかもしれない。 
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 註 

(1) ただし、断片的な調査としては、文化庁

が毎年実施している「国語に関する世論

調査」に、「人」の「グローバル化」に関

連する質問項目が設けられることもある。

たとえば、2015 年 1～2 月に実施された平

成 26 年度調査では、「日本に在住する外

国人は、どの程度日本語の会話ができる

といいと思うか。また、どの程度日本語

の読み書きができるといいと思うか」と

いう質問項目と、「日本に在住する外国人

が日本語能力を身に付けるために、どの

ような取組が必要だと思うか」という質

問項目が設けられている。 

(2) 概算値。なお、2017 年 1 月 20 日の時点で

は、同年 1 月 1 日現在における日本国民

の人口ではなく、総人口の数字しか発表

されなかったため、本調査では後者の数

字を利用した。 

(3) 中年層では、いわゆる「団塊ジュニア世

代」が含まれる 40 代の人口が前後の世代

に比べて多いが、本調査では、中年層内

での年齢による偏りを避ける目的から、

30代から50代までの各世代を均等に割り

ふった。 

(4) 5,546 人のうち 41 人は、日本国籍（日本

を含む複数国籍の場合を含む）を有して

いなかったため、有効回収データから除

外した。 

(5) 本調査では、百分率の計算において、小

数点第 2 位を四捨五入した。このため、

合計が100にならない場合がある。また、

本稿においては、紙幅の都合上、性別・

世代別の結果は選択率のみを提示する。 

(6) 本調査においては、選択肢「その他」を

選んだ者に対して、具体的な内容や理由

の記述も求めたが、それを本稿で紹介す

ることは、紙幅の都合から割愛する。 

(7) 1995 年の阪神・淡路大震災を契機として

生まれた「やさしい日本語」という表現

が、今日では減災目的からだけではなく、

外国人住民との共生のための共通語とし

て、あるいは外国人訪日観光客誘致の観

点からも、言語教育・言語政策の分野で

注目を集めている。しかし、「やさしい日
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本語」という表現が、現在なお日本社会

全体に定着した表現とは考えられなかっ

たため、また、反対に「やさしい日本語」

という表現を知っている調査対象者が当

該表現の意味やイメージに限定して回答

することがないように、本調査では、「や

さしい日本語」ではなく、「やさしい」を

鍵括弧に入れて表記した。 
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アンケート画面の内容 

 

外国人への日本語教育に関する意識調査 

外国人に対する日本語教育に関する日本国民の考え方を知りたいと思います。アンケートへのご協力をお

願いいたします。なお、このアンケートの結果は、研究目的以外には使用いたしません。 

あなたご自身についてお伺いします。 

【Q1】あなたの国籍をお選びください。 

① 日本国籍（日本を含む複数国籍の場合も含む） 

② 日本国籍以外   →アンケート終了 

③ 答えたくない   →アンケート終了 

【Q2】あなたの母語（第一言語）をお選びください。 

① 日本語（日本語を含む複数言語の場合も含む） 

② 日本語以外 

③ 答えたくない 

【Q3】あなたの年齢をお答えください。 

   歳   

【Q4】あなたの性別をお選びください。 

① 男 

② 女 

【Q5】日本の「少子高齢化」に伴う労働力不足と内需の縮小を理由に、日本は外国人移住者を増やすべきだ

という意見があります。この意見に、あなたは賛成ですか、それとも反対ですか。該当するものを 1つお選

びください。 

① 賛成（→Q6 へ） 

② 反対（→Q7 へ） 

③ 一概には言えない（→Q8 へ） 

④ わからない（→Q8 へ） 

【Q6】Q5 で「賛成」とお答えの方に質問します。日本が外国人移住者を増やすとしたら、日本に移住予定

の外国人には、来日時までに、どの程度の日本語能力を身に付けておいてほしいと思いますか。該当するも

のを 1つお選びください。 

① 日本人と同等程度まで 

② 日本での仕事（おとなの場合）や学校での学習（子どもの場合）が円滑に行える程度まで 

③ 日本での日常生活に困らない程度まで 

④ 身振りや筆談などを用いれば、簡単な事柄については意思疎通ができる程度まで 

⑤ あいさつ程度 

⑥ 来日時までに、とくに日本語能力を身に付けておく必要はない 

⑦ その他（具体的に：                                 ） 
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⑧ 一概には言えない 

⑨ わからない 

【Q7】Q5 で「反対」とお答えの方に質問します。あなたはどうして外国人移住者を増やすことに反対です

か。該当するものを 3つまでお選びください。 

① 少子高齢化に伴う労働力不足の問題は、女性や高齢者の活用によって克服できるから 

② 少子高齢化は、日本あるいは日本人の問題であって、外国人を巻き込んで解決すべき問題ではな

いから 

③ いずれ外国人移住者も高齢化するので、外国人移住者を増やしても、長期的に見れば、日本の少

子高齢化の問題を解決することにはならないから 

④ 外国人移住者が増えると、日本人が進学や求職の際に、外国人と同じ土俵の上に立たされること

になり、日本人にとっては競争が激しくなるだけだから 

⑤ 日本の治安が悪くなるから 

⑥ 日本の一体感が損なわれるから 

⑦ 日本の伝統的な習慣や文化が損なわれるから 

⑧ その他（具体的に：                                 ） 

⑨ わからない 

【Q8】総合的に見て、今の日本は多くの外国人が移住を希望するような魅力的な国だと思いますか。該当す

るものを 1つお選びください。 

① そう思う 

② そうは思わない 

③ 一概には言えない 

④ わからない 

【Q9】現在、すでに 200 万人近くの外国人（特別永住者を除く）が中期的または長期的に日本で生活してい

ます。その多くは日本語を母語（第一言語）としない人々ですが、彼らが日本で円滑に生活していけるよう

に、日本政府や日本の地方自治体は、ことばの面において、何らかの施策を講ずる必要があると思いますか。

該当するものを 1つお選びください。 

① 必要（→Q10 へ） 

② 不必要（→Q11 へ） 

③ 一概には言えない（→Q12 へ） 

④ わからない（→Q12 へ） 

【Q10】Q9 で「必要」とお答えの方に質問します。あなたは、ことばの面で、どのような施策が必要だと思

いますか。該当するものを 3つまでお選びください。 

① 公共施設の案内や役所の文書を、日本語と英語で表示する 

② 公共施設の案内や役所の文書を、日本語と英語だけではなく、多くの言語で表示する 

③ 公共施設の案内や役所の文書を、日本語を少しだけ学んだ外国人にもわかるような「やさしい」

日本語で表示する 

④ 外国人に対する日本語教育の機会を充実する 

⑤ 外国人の子どもが母語（第一言語）の能力を向上させたり、親の母語（第一言語）の能力を継承

したりできるようにするための言語教育を充実する 

⑥ その他（具体的に：                                 ） 

⑦ わからない 

【Q11】Q9 で「不必要」とお答えの方に質問します。あなたは、どうしてそう思いますか。該当するものを

3つまでお選びください。 

① そもそも外国人は、自分の意志や都合で日本に来たのであり、日本政府や日本の地方自治体が何

らかの施策を講ずるのは、おかしいから 

② 日本政府や日本の地方自治体は、外国人よりも日本人に対する様々な施策に優先的にとりくむべ

きだから 

③ 外国人に対する施策としては、ことばの面よりも、他の面（福祉・厚生など）に優先的にとりく

むべきだから 

④ ことばの面では、外国人に対する施策よりも、日本人に対する英語教育の機会を充実すべきだか

ら 

⑤ ことばの面では、外国人に対する施策よりも、日本人が、日本で生活する外国人の母語（第一言
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語）を学べるようにするための外国語教育の機会を充実すべきだから 

⑥ ことばの面では、外国人に対する施策よりも、日本人が、日本語を少しだけ学んだ外国人にもわ

かるような「やさしい」日本語で、外国人に話しかけることができるような訓練の機会を充実

すべきだから 

⑦ その他（具体的に：                                 ） 

⑧ わからない 

【Q12】従来、日本の大学で学ぶ外国人留学生は、日本語による授業を受けるために、入学時までに上級レ

ベルの日本語能力を身に付けておく必要がありました。しかし、現在は英語による授業のみで卒業できる学

部・学科・大学院が日本の大学で増加したため、英語能力があれば、日本語能力がゼロのままでも、日本の

大学で学び、卒業することが可能になっています。あなたは、このような傾向を良いことだと思いますか、

それとも良くないことだと思いますか。該当するものを 1つお選びください。 

① 良いことだと思う（→Q13 へ） 

② 良くないことだと思う（→Q14 へ） 

③ 一概には言えない 

④ わからない 

【Q13】Q12 で「良いこと」だと思うとお答えの方に質問します。あなたはどうして「良いこと」だとお考

えですか。該当するものを 3つまでお選びください。 

① 大学の授業は、日本語で行っても英語で行っても、とくに問題はないから 

② 日本語を必要としなくなることで、より多くの外国人が日本に留学するようになり、それだけ、

日本や日本人に対して好感情や親しみを持つ外国人が増えるから 

③ 日本語を必要としなくなることで、より多くの外国人が日本に留学するようになり、それだけ、

日本の文化や社会を理解する外国人が増えるから 

④ 日本語を必要としなくなることで、より多くの外国人が日本に留学するようになり、それだけ、

大学卒業後に日本で就職する外国人が増えるから 

⑤ 英語で日本の文化や慣習を世界に発信してくれる外国人が増えるから 

⑥ 日本の大学に英語環境が生まれることで、日本人の学生も英語に触れる機会が増えるから 

⑦ 英語で授業をすれば、それだけ日本の大学の国際化が促進されるから 

⑧ 日本人の学生だけでは定員が埋まらない大学の経営が安定するから 

⑨ その他（具体的に：                                 ） 

⑩ わからない 

【Q14】Q12 で「良くないこと」だと思うとお答えの方に質問します。あなたはどうして「良くないこと」

だとお考えですか。該当するものを 3つまでお選びください。 

① 日本の大学は日本語で授業をすべきだから 

② 外国人留学生に日本語能力がない場合、彼らの日本での生活に支障が生じると思うから 

③ 外国人留学生に日本語能力がない場合、せっかく日本で学んでも、日本や日本人に対して好感情

や親しみを持つまでにはならないから 

④ 外国人留学生に日本語能力がない場合、せっかく日本で学んでも、日本の文化や社会を深いとこ

ろまでは理解することができないから 

⑤ 外国人留学生に日本語能力がない場合、せっかく日本で学んでも、大学卒業後に日本で就職する

ことができないから 

⑥ 英語能力がある優秀な留学生は、英語圏の国（英国・米国・カナダ・オーストラリアなど）に留

学し、日本には来ないと思うから 

⑦ 日本語を学ぶこと自体が、日本留学の目的（のひとつ）であるべきだと思うから 

⑧ 日本の大学には英語で授業ができる教師が少ないと思うから 

⑨ 日本の大学が英語を重視するようになり、他の外国語は軽視されるようになると思うから 

⑩ 日本の大学は、明治初期の、いわゆる「お雇い外国人」による外国語での授業から、日本人の教

師が日本語で授業を提供できるようになるまで努力してきたので、この努力を無視すべきでは

ないから 

⑪ その他（具体的に：                                 ） 

⑫ わからない 
 
 




